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相談可能なテーマ 講座・講演会のテーマ例 

・プラズマ内の壁近傍での電位分布 
・イオンビーム発生装置内での壁での粒子損失 
・プラズマ中のイオンビームの伝播 

・おもしろい物理実験（中学生向け） 
 

研究・教育内容の紹介 

＜水素負イオン源における壁近傍での電位分布＞ 
 核融合は水素を原料とするため、特に海に囲まれた日本においては次世代のエネルギー源として注
目されています。核融合が起こる温度までプラズマを加熱する方法の一つとして、水素負イオン源に
より生成された H−イオンを中性化しプラズマに入射し加熱
する中性粒子入射加熱法があります。水素負イオン源内では、
プラズマは壁での損失を防ぐためにカスプ磁場により閉じ込
められています。カスプ磁場のように壁に向かって強くなる
磁場がある場合の壁近傍でのプラズマの性質に着目し、水素
正イオン、水素負イオン、電子を考慮し、壁近傍での電位を
求めるためのプラズマ—シース方程式を解析的に導出し、壁
近傍での電位分布および粒子分布を求めています。 
 
＜負イオン源カスプ磁場における電子エネルギー損失幅の研究＞ 
 負イオン源内のプラズマは、壁での損失を抑えるためにカスプ磁場により閉じ込められていますが、
一部のプラズマ粒子は磁力線にからみついて運動し、壁のカスプ磁場領域で損失します。磁力線に垂
直および平行な方向についての熱流束および粒子束を用いて、電子についてのエネルギー方程式およ
び連続の式を解くことにより、プラズマ閉じ込めにおいて重要なカスプ領域でのプラズマエネルギー
の損失領域の幅（カスプ損失幅）を表す式を理論的に求めています。 
 
利用可能な機器/施設 所属学会/協会 

・パーソナルコンピュータ ・プラズマ・核融合学会 
・日本物理学会 

その他参考事項 

 核融合による新しいエネルギーの実現を目指し、プラズマの加熱に用いられる負イオン源装置内で
のプラズマと壁との間のシースポテンシャルの解析を中心に研究を行っています。この研究成果は、
核融合プラズマのみならず、多方面のプラズマへの拡張が可能であると考えられます。 
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